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丸
山
地
域
づ
く
り
協
議
会

準
備
委
員
会
で
は
、
１
月
27

日
と
２
月

10

日
に
代
表
者

会
議
を
開
催
し
、
協
議
会
の

目
標
、
名
称
、
組
織
な
ど
の

原
案
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。 

丸
山
地
域
づ
く
り
協
議
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準
備
委
員
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で
は
、
１
月
27
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と
２
月

10

日
に
代
表
者

会
議
を
開
催
し
、
協
議
会
の

目
標
、
名
称
、
組
織
な
ど
の

原
案
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。 

今
後
は
、
規
約
や
事
業
計
画

な
ど
の
話
し
合
い
を
進
め
、

す
べ
て
の
素
案
が
出
来
た
段

階
で
、
区
長
さ
ん
方
や
、
地

域
の
各
種
団
体
の
方
々
な
ど

へ
経
過
を
報
告
す
る
予
定
で

す
。
ま
だ
、
話
し
合
い
の
過

程
の
も
の
が
多
く
、
今
回
は
、

多
く
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
が
、
丸
山
の

皆
さ
ん
の
た
め
に
知
恵
を
絞

っ
て
い
い
も
の
を
つ
く
ろ
う

と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
協

議
会
設
立
ま
で
は
あ
と
一
息

で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 
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私会キ房にマト

～3 月 5 日 この場所でお待ちしています～ 
                

イダるメ来なリ

２
月
５
日
、
風
も
無
く
よ
く

れ
た
日
で
し
た
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２
月
５
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、
風
も
無
く
よ
く

れ
た
日
で
し
た
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今
年
も
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公

と
安
馬
谷
里
山
を
繋
ぐ
、

か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
が
行
わ

ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
、
Ｊ

内
房
線
千
歳
駅
か
ら
南
三

駅
ま
で
の
コ
ー
ス
。
歩
行

離
は
約
１
０
・
７
ｋ
ｍ
、

要
時
間
は
約
３
時
間
で
す
。

加
者
は
２
２
０
名
で
し
た
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時
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加
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２
２
０
名
で
し
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い
つ
も
は
利
用
者
が
少
な

い
千
歳
駅
も
、
こ
の
日
ば
か

り
は
、
駅
へ
電
車
が
入
っ
て

く
る
と
降
り
る
人
の
列
、
手

続
き
を
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
素
敵
な
デ
ザ
イ
ン
の
バ
ッ

チ
を
戴
い
て
、
各
自
、
各
々

の
ペ
ー
ス
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
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々
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ペ
ー
ス
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ハ
イ
キ
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楽
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ま
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、
こ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
内
の
ロ
ー
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マ
リ
ー
公

園
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は
、『
花
空
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花
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ま
れ
花
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ま
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時
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』
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２
月
５
日
〜

13
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催
さ
れ
ま
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。
準
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た
ち
、
メ
イ
ポ
ー
ル
ダ
ン
ス
の

で
は
、
市
を
あ
げ
て
の
ウ
ォ
ー

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
第

21
回
南

総
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
チ
」
の
開
催

あ
わ
せ
て
『
道
の
駅
』
ロ
ー
ズ

リ
ー
公
園
を
会
場
に
イ
ベ
ン

参
加
者
と
地
域
の
方
々
が
メ

ポ
ー
ル
ダ
ン
ス
や
フ
ォ
ー
ク

ン
ス
を
踊
り
な
が
ら
交
流
す

催
し
を
行
い
ま
す
。 

イ
ポ
ー
ル
ダ
ン
ス
は
、
春
の
到

を
祝
う
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的

踊
り
で
、
ポ
ー
ル
に
結
ば
れ
た

ボ
ン
を
持
ち
な
が
ら
ダ
ン
ス 

す
る
こ
と
か
ら
『
メ
イ
ポ
ー
ル
ダ

ン
ス
』
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

初
心
者
の
方
で
も
楽
し
く
踊
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

て
い
ま
す
。 

時
：
３
月
５
日 

 
 

午
前
10
時
30
分
集
合 

 
 

午
前
11
時
頃
〜
ダ
ン
ス

所
：
ロ

 
 
 

ッ
ト
ク
ロ
ス 

ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
内 

マ
ー
ケ

 
 
 
 
 
 

（
喫
茶
前
） 

ス
ト
ッ
ク
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
、
フ
リ
ー
ジ
ア
、
ス
ト
レ
リ

チ
ア
、
か
す
み
草
、
ガ
ー
ベ
ラ
、

金
魚
草
、
ゆ
き
や
な
ぎ
な
ど
色

と
り
ど
り
で
し
た
。 

こ
の
展
示
の
制
作
に
携
わ
っ

た
方
に
お
話
を
伺
う
と
「
毎

年
、
最
初
は
、
制
作
段
階
の
イ

メ
ー
ジ
に
沿
っ
て
花
を
活
け

始
め
る
の
で
す
が
、
花
の
中
に

い
る
と
と
て
も
幸
せ
な
気
分

に
な
り
、
花
を
活
け
て
い
る
間

は
活
け
る
こ
と
に
集
中
し
、
時

間
の
経
過
を
忘
れ
て
し
ま
う

そ
う
で
す
。
」
き
っ
と
花
に
囲

ま
れ
て
い
る
う
ち
に
別
世
界

に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が

「
花
に
つ
つ
ま
れ
花
に
染
ま

る
時
間
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 

２
月
は
、
こ
の
他
に
も
裏
面

あ
る
よ
う
に
た
く
さ
ん
の

ベ
ン
ト
が
丸
山
地
域
で
行

れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
笑

に
出
会
い
、
丸
山
の
持
っ
て

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
再
確

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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完日かこが本
にイわ顔い認

成
す
る
ま
で
４
日
間
、
最
終

の
仕
上
げ
は
９
時
間
以
上

か
っ
た
そ
う
で
す
。 

展
示
会
場
へ
近
づ
く
と
、
ど

か
ら
と
も
な
く
花
の
香
り

し
て
き
ま
す
。 

飾
ら
れ
て
い
た
花
は
約
３
万

。
ラ
ン
を
は
じ
め
、
ゆ
り
、
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２

      
 『『『 与与与

     
で展こ資いの簡うな

月
６
日
に
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園

開
催
さ
れ
た
「
森
の
恵
み
」
体
験

示
会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

の
イ
ベ
ン
ト
は
南
房
総
の
森
林

源
を
利
用
・
普
及
し
て
い
こ
う
と

う
千
葉
県
森
林
組
合
安
房
支
所

取
り
組
み
で
、
枝
払
い
・
造
材
が

単
に
で
き
る
プ
ロ
セ
ッ
サ
と
い

重
機
の
操
作
体
験
や
、
さ
ま
ざ
ま

薪
ス
ト
ー
ブ
の
展
示
会
、
ま
た
森 

などのほかに、そういった出会いや、地域 っ飛ばし、

丸丸丸
山山山
地地地
区区区
ははは   

２２２
月月月
ももも

   
  
   

イイイ
ベベベ
ンンン
トトト
盛盛盛
りりり
だだだ
くくく
さささ
んんん
！！！   

森森森
ののの
恵恵恵
みみみ
』』』
ををを
訪訪訪
ねねね
ててて   

田田田
剛剛剛
さささ
んんん
ががが   

  
  
  
  
   

ややや
っっっ
ててて
ききき
たたた
！！！   

  
  

与田剛さんを囲んで記念撮影パチリ☆

１
月
21
日
、
文
部
科
学
省
と
財
団
法

人
日
本
体
育
協
会
主
催
の
「
子
ど
も

の
体
力
向
上
啓
発
事
業
」
と
し
て
、

君
津
市
出
身
の
元
プ
ロ
野
球
選
手

で
、
現
在
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
野
球
解
説
者
の

「
与
田
剛
」
氏
が
南
房
総
市
立
南
小

学
校
を
訪
れ
講
話
と
実
技
指
導
を

行
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
講
話
で
は

子
ど
も
た
ち
へ
『
夢
と
目
標
を
持
ち

そ
れ
に
向
っ
て
努
力
す
る
こ
と
』

と
、
『
親
や
先
生
、
多
く
の
方
々
か

の
支
援
が
あ
り
勉
強
で
き
る
の

感
謝
し
よ
う
』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

の
あ
と
の
実
技
指
導
で
は
準
備

操
の
あ
と
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
、
キ
ャ

チ
ン
グ
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の

導
が
あ
り
、
参
加
し
た
子
ど
も
た

も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

。 

の
ク
ラ
フ
ト
作
成
体
験
な
ど
が
あ

り
、
大
人
か
ら
小
さ
な
お
子
様
ま
で

普

段

見

慣

れ

な

い

も

の

に

興

味

津
々
。 

『
木
』
の
様
々
な
面
に
触
れ
、
感
じ

る
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
『
森
の
恵

み
・
木
』
に
思
い
を
馳
せ
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。 

課

２
月
６
日
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
房
総

い
な
か
ぐ
ら
し
応
援
団
」
主
催
に
よ

る
古
民
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

場
所
は
大
井
の
古
民
家
。
推
定
百
数

十
年
で
最
後
の
葺
き
替
え
か
ら

40

〜

50
年
ほ
ど
経
っ
て
い
る
と
い
う

こ
の
民
家
は
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
被

せ
て
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
主

要
な
土
台
や
梁
、
柱
は
し
っ
か
り
し

い
て
再
生
は
可
能
だ
と
思
わ
れ

い
ま
す
。 

日
は
ま
ず
茅
を
下
ろ
す
た
め
の

場
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ユ
ニ
ー
ク
な
と

ろ
は
、
竹
林
の
無
用
な
竹
を
伐
採

、
そ
れ
を
足
場
に
活
用
す
る
と
い

循
環
型
の
試
み
を
し
て
い
る
と

ろ
で
す
。
今
後
ま
す
ま
す
地
域
の

 

古古
民民

  
  

再再
生生
すす
るる
のの
だだ
！！  

家家
をを  

仕事の成果を振り返っ

てひと息。初対面の
仲間達と談笑中♪ →

枝払いと自由なカットで造材までできる 

大型重機。プロの運転手さんの優しいサ 

ポートのもと、記者も運転してきました！ 

←再生前の古民家。 

す

て う

で

お

丸

しでとっても元気です！  

第 6 号裏面丸山農業祭の記事の中に「静岡県富士吉田市」という記載がありました。「山梨県富士吉田市」の誤りです
古力と土まぜて

 

らでジそ体ッ指ちた
てて当足プこしうこ
と

題
と
な
る
で
あ
ろ
う
竹
や

民
家
を
活
用
し
、
地
域
の
魅

・
資
源
と
し
て
再
生
し
よ
う

い
う
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

日
を
基
本
に
今
後
も
ま
だ

だ
続
い
て
い
き
ま
す
の
で
、

ひ
一
度
遊
び
に
い
っ
て
み

く
だ
さ
い
ね
。 
立春を過ぎ、三寒四温の日々が続きま

ね。上空では冬と春が主導権をめぐっ

一進一退の攻防を繰り広げているよ

、気温の変化が激しいですが、みなさま

元気でしょうか？ 

山地区は１月末からイベントがめじろ押
 ３月もイベントが盛りだくさんなのでぜひ

足をのばしてご参加ください。 

 イベントでは多くの笑顔であふれ、思い

がけない出会いなどがあり、たくさんの元

気をいただくことができます。 

昔からつづくお祭りも、豊作祈願の目的
の元気のもとだったのでしょうね。 

祭りやイベントごとが活発な地域ほど、個人

やまち全体が元気だと恩師から聞いたこ

があります。 

もう少し寒い日々が続きますが、家から一

歩出て、みなさまのエネルギーで寒空をふ
春を呼びこみましょう！（秋田） 

。お詫びして訂正いたします。 


